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 表彰式 

第７期第４回あま市まちづくり委員会 会議録要旨 

 

                    と き 令和６年 12月 23日（月） 

                        午後２時 00分～午後３時 30分 

                    ところ あま市役所 ２階 Ｂ会議室 

 

１．出席者等 

   委 員     １０名 

   事務局      ３名 

   傍聴人      ０名 

 

２．委員長あいさつ 

 

３．議題 シビックプライドについて 

  前回の委員会から引き続き、シビックプライド向上作戦（仮称）について話し合った結

果、暫定的ではあるが、次の方向性で議論を進めていくこととなった。 

 ⑴ シビックプライド向上作戦（仮称） 

  ・＃（ハッシュタグ）を使ったＳＮＳイベント 

  ※前回「あま推し」と「あま推しみん」が候補に挙がっている。観光協会が使用して

いる「あま推し隊」との兼ね合いを再確認し、共同で進めるか独自で行うか要検討。 

  ・リアルタイム型の叫ぶイベント 

 ⑵ 実施スケジュール 

 当面は、あまのわを最終着地点として検討。詳細スケジュールについては、今後の委

員会にて検討していく。特に事前の周知（募集）が肝となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

イメージ図 

※あまつり及びあまのわ等の市事業については、令和７年３月議会にて予算が議決され

た場合に限る。 



 ⑶ 委員の関わり方 

  ・委員会に出席し意見を述べる 

  ・各委員の可能な範囲で事前周知、広報活動への協力 

・有志の方のみイベント当日のスタッフとしてサポート 

・受賞者の審査 

 

 ⑷ ルールつくり 

   投稿時のルール（在住、在勤、在学等）や表彰要綱については、今後議論していく。 

 

 ⑸ 協賛、協力 

   観光協会や商工会へ事業趣旨を説明し、市内企業からの協賛品（受賞者への商品）提

供や事業周知及びイベント時に撮影専用スペース設置等の協力依頼をされたい。また、

企業に限らず、小中学校や市民活動団体等に幅広く協力を仰ぎたい。 

    

 ⑹ 提言書 

   今後の議論及びシビックプライド向上作戦（仮称）の結果検証を反映した形で提言書

を提出したい。 

 

 

 

 

  


